













































































































































































































































とする国の健康政策と合致していたという 20。ここでは、2000 年代、2010 年代も含めた中期
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的な動向を制度的変化の観点から追っていくことにしたい。
　わが国では、「第1次国民健康づくり対策：1978～1987年」、「第2次国民健康づくり対策：
1988 ～ 1997 年」を通じて国民の健康づくりが取り組まれてきた。これらの対策は、国民の
疾病予防や健康づくりの推進に一定の成果を上げてきた。他方で、急速な高齢化や生活習慣
の変化によって、脳血管疾患や糖尿病等の割合が増加してきた。こうした疾病構造の変化に




































間売上高は約 3,348 億円である。同調査の 2000 年の結果では、フィットネスクラブの年間売







　会員数についても同様に拡大傾向を示しており、2000 ～ 2019 年の 20 年間で 1.6 倍の規模
にまで増加している（図表 2）。
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　フィットネスクラブ会員における 2005 ～ 2014 年の 10 年間の年齢別構成比の推移を示して
いる（図表 3）。「～ 20 歳代」は微減、「60 歳代～」は増加であることからシニア層利用者が
拡大傾向にあることが読み取れる。もっとも図表 2 において示したように会員数全体が伸び
ており、実数として必ずしも 20 歳代が減少したというわけではなく、構成比として 60 歳代
がその割合を伸ばしているということになる。
図表 3　フィットネスクラブ会員における年齢別構成比の推移








































































　エニタイムフィットネスは、2019 年 3 月期から年間売上高を公開し始めたため、店舗数の
推移を合わせて示した（図表 7）。
― 189 ―











利用できることを最大の特徴としている。会員であれば、国内 800 店舗、世界 4,800 の店舗 29 
のどこでも利用することが可能である。会費は月額 7,000 円程度であり、総合型フィットネ
スクラブの 7 割程度に押さえた価格でサービスを提供する。会員の男女比率は 7 対 3 で、20

















29　 2020 年 12 月時点、エニタイムフィットネス公式ウェブサイトにて確認。
30　 東洋経済オンライン（2018 年 12 月 11 日公開）より。
31　 2020 年 12 月時点、ライザップ公式ウェブサイトにて確認。
32　 2020 年 12 月時点、ゴールドジム公式ウェブサイトにて確認。
33　 2020 年 12 月時点、カーブス公式ウェブサイトにて確認。
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34　 2020 年 12 月時点、ラバ公式ウェブサイトにて確認。
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ムなどが挙げられる。
　3 つのリサーチクエスチョンの内 2 つについては、先行研究を整理し、統計資料などを検
討することによって、ひとまず以上のような結果を得ることができた。消費文化理論を用い
たフィットネスクラブ研究のための準備を整えることができたといえよう。
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　This study is an analysis of women’s body image and fitness club usage in Japan using the Consumer 
Culture Theory （CCT）. In this paper, we focus on the survey of previous research and the examination 
of macro statistical data to clarify the following: the socio-economic background of the expansion of 
fitness clubs; the definition and types of fitness clubs in the sports industry; and to qualitatively analyze 
the importance of body image and other’s gaze in fitness consumption. In this paper, we will proceed 
with research on the first and second points of the research question. Regarding the third point of the 
research question, we will take another opportunity to carry out the work, and it will be related to 
“consumer identity” and “market culture” in the four research areas of consumer culture theory.
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